絵に親しみましょう！

絵は難しいものじゃない。

　中川一政について

○中川一政は、この真鶴の地にアトリエ（絵をかくための場所）をかまえ、

１９９１年（平成３年）に亡くなるまで、４２年間ここを創作活動の拠点

にしました。１８９３年（明治２６年）に生まれて９７歳で亡くなりました。そして亡くなる直前まで絵をかいていました。

○油絵（西洋画）をかく画家です。でも日本で生まれ育った日本人の画家と

して、日本を始めとした東洋にもちゃんと目を向けていて、日本画用の絵

の具である岩絵の具を使って岩彩と呼ばれる絵を描いたり、挿絵も描きました。また書や陶器なども作りました。

○文章を書くのもうまいことで知られています。少年時代から色々な詩や短歌を書いて、それが新聞や文芸雑誌に掲載されました。随筆も数多く書いていて、その量は日本の画家では一番と言う人もいます。そうした随筆をまとめた本もいっぱい出しています。また多くの作家が出版した本の表紙などもかいています。

　○まだ一政が生きているとき、真鶴町に絵を寄付してこの美術館が建ちました。全部で６４８点もの一政の作品を美術館で持っています。

